サービス利用拒否事例に対する社会福祉士の支援の糸口に関する研究 by 一瀬 貴子
133


































2020 年 12 月 1 日受付／ 2021 年 1 月 21 日受理
＊ 1  ISSE Takako
   関西福祉大学　社会福祉学部
論　文
サービス利用拒否事例に対する社会福祉士の支援の糸口に関する研究
An explanatory study of social worker’s practical skills to support 








































































































































































































析対象を 121 名（有効回答率 30.9％）とした．基本的属
性を表 1 に示す．
表1　回答者の基本的属性
 （n ＝ 121）
回答者の性別 男性　 51 名（42.1%）
女性　 69 名（57.0%）
未回答　1 名（ 0.8%）





60 歳代：  1 名（ 0.8％）
未回答：  7 名（ 5.8％）
回答者の相談経験
年数
平均経験年数 8.63 ± 5.75 年
1 年未満 ：  4 名（ 3.3％）
1 年以上 5 年未満 ：36 名（29.8％）
5 年以上 10 年未満 ：28 名（23.1％）
10 年以上 15 年未満 ：27 名（22.3％）
15 年以上 20 年未満 ：18 名（14.9％）
20 年以上 ：  3 名（ 2.5％）

































































































































































































































































































『問題解決能力対処向上ソーシャルワーク実践スキル』因子 .148 -.022 .233*
『信頼関係構築ソーシャルワーク実践スキル』因子 .069 .294** -.040 
『他職種との連携強化ソーシャルワーク実践スキル』因子 .137 .100 .178
































































































る一考察」『地域ケアリング』Vol.20 No.7，2018 年，57 ～ 59 ペー
ジ．
福島喜代子『ソーシャルワーク実践スキルの実証的研究－精神
障害者の生活支援に焦点をあてて－』，筒井書房 , 2005 年．
畑智恵美「困難事例をカンファレンスでどうあつかうか」『介護
支援専門員』Vol.5 No.1，2003 年，25 ～ 30 ページ．
一瀬貴子「在宅痴呆症高齢者に対する老老介護の実態とその問
題－高齢男性介護者の介護実態に着目して－」『家政学研究』
Vol.48 No.1，2001 年，28 ～ 37 ページ．
一瀬貴子「『介護の意味』意識からみた，高齢配偶介護者の介
護特性－高齢男性介護者と高齢女性介護者との比較－」『関西




要』第 7 号，2004 年 b，91 ～ 107 ページ．
一瀬貴子「虐待が発生している家族集団の家族機能的適応能力
と虐待発生頻度との関連」『関西福祉大学研究紀要』第 10 号，








125 ～ 144 ページ．
一瀬貴子「家庭内高齢者虐待発生事例の家族システム内特性に
対する社会福祉士が活用するソーシャルワーク実践スキルの
効果」『関西福祉大学社会福祉学部研究紀要』第 17 巻第 1 号，
2013 年，17 ～ 26 ページ．
一瀬貴子「介護サービス利用拒否事例に対する社会福祉士の地
域包括ケアにおけるマネジメント機能に関する基礎的研究」
『関西福祉大学研究紀要』第 23 巻，2020 年，21 ～ 29 ページ．
北本さゆり・黒田研二「データから見た息子介護者の社会的背景」
『人間健康研究科論集』第 2 巻，2019 年，1 ～ 22 ページ． 
厚生労働省「平成 29 年度『高齢者虐待の防止，高齢者の養護者
に対する支援等に関する法律』に基づく対応状況等に関する
調査結果」，2019 年，1 ～ 15 ページ．
村上信・濵野強・藤澤由和「高齢者のケアマネジメントの現状
と課題－事例検討会における支援困難事例を通して」『新潟医
療福祉学会誌』7 巻 1 号，2007 年，43 ～ 50 ページ．
大島康雄「息子による高齢者家庭内虐待に関する一考察」『北星
学園大学大学院論集』（1）2010 年，127 ～ 140 ページ．
下地幸子・安仁屋優子・長嶺絵里子・佐久川政吉「認知症支援
事例から始まる小地域と大学との協働による地域包括ケアシ
ステム構築の試み（第 1 報）：介入準備期における Z 区の強
みと課題」『名桜大学総合研究』No.28，2019 年，69 ～ 78 ページ．
柴田益江「高齢者に対する家庭内虐待の発生メカニズムに関す
る研究」『名古屋柳城短期大学研究紀要』第 35 号，2013 年，
25 ～ 37 ページ．
須加美明「サービスを拒む利用者との関係形成」『社会関係研究』
第 12 巻第 1 号，2007 年，119 ～ 132 ページ．
杉原百合子・山田裕子・小松光代・山縣恵美・岡山寧子「認知
症の人の意思決定における介護支援専門員の支援に関する文




看護大学紀要』11 号，2010 年，59 ～ 63 ページ．
帖地節子・馬場みちえ・吉永一彦「在宅高齢者における虐待要
因と兆候からみた虐待発生予測の検討」『福岡大学医学紀要』
46 巻 2 号，2019 年，63 ～ 74 ページ．
和気純子「高齢者ケアマネジメントにおける困難ケース－ソー
シャルワークからの接近－」『人文学報』No.351（社会福祉学
21），2005 年，99 ～ 121 ページ．
和気純子「支援困難ケースをめぐる 3 職種の実践とその異同－
地域包括支援センターの全国調査から－」『人文学報』No.484




巻第 4 号，2016 年，383 ～ 396 ページ．
山口麻衣「地域包括支援センターにおける介護者支援の課題－
介護者支援の困難性に焦点をあてて－」『ルーテル学院研究紀
要』No.52，2018 年，1 ～ 12 ページ．
横尾惠美子「認知症高齢者が地域で豊かに暮らしていくための
介護支援専門員の役割」『地域ケアリング』Vol.20 No.6，2018 年，








巻第 7 号，2004 年，522 ～ 529 ページ．
吉岡京子「地域包括支援センターにおける高齢者の支援困難事
例に関する文献レビュー　－ 2005 ～ 2017 年に発表された論
文に焦点を当てて」『日本地域看護学会誌』vol.22 No.2，2019 年，
79 ～ 88 ページ．
